
研究職員（選考採用）募集要領

農林水産省動物医薬品検査所では、標記研究職員の募集を行っております。

国家公務員総合職試験では適任者が得られない専門の知識、能力又は技術を必要とする

ポストについて、優秀な人材を採用するために行っているもので、今回の採用予定官職、

応募資格等は下記のとおりです。

記

１．採用予定官職

動物医薬品検査所検査第一部主任研究官（農林水産技官・研究職）

２．採用人数

１名

３．業務内容

動物医薬品検査所検査第一部は、動物用の生物学的製剤及び再生医療等製品の検査

及び審査を行っている。

このうち、採用予定官職については、獣医療分野における再生医療等製品の検査及

び審査を適格かつ遅滞なく実施すること、並びに再生医療等製品に係る調査研究の実

施、指導及び管理を行う。

４．応募資格

（１）大学（大学院を含む）において、獣医学、畜産学、薬学、化学、農学又は農芸化学

に関する専門の課程を修めて卒業した者で、上記課程に関連する自然科学分野の学位

（博士）取得者又は取得見込者（採用予定日前に学位取得が可能な者）

（２）上記課程卒業後１０年以上（大学４年卒業者は１２年以上）の細胞生物学、生化学、

分子生物学又はその関連領域での研究経験を有すること

（３）研究職員として、採用予定官職の研究業務内容を担当するために必要な知識、能力

又は技術を有する者

（４）実験動物又は疾患モデル動物を用いた研究に関する実務経験を有すること。

（５）動物の飼養実態、疾病の発生状況、医薬品等の使用状況等、畜産現場に理解がある

こと。

（６）業務に関する高い公益的意識、研究倫理、社会的使命感を有すること

※ ただし、以下に該当する者は応募できません。

① 日本の国籍を有しない者

② 国家公務員法第 38 条の規定により国家公務員となることができない者

・ 成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む。）

・ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの者又はその刑の執行猶予の
こ

期間中の者その他その執行を受けることがなくなるまでの者

・ 一般職の国家公務員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から 2 年を経

過しない者

・ 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党そ

の他の団体を結成し、又はこれに加入した者

５．採用時期

平成２８年４月１日予定



６．給与等

一般職の職員の給与に関する法律（昭和２５年法律第９５号）に基づき研究職俸給

表を適用（級号俸は職歴等を勘案し３級又は４級に決定）。

７．勤務地

動物医薬品検査所（東京都国分寺市戸倉１－１５－１）

８．提出書類

① 履歴書（市販のＡ４版用紙に手書きで高校卒業以降を記入し、写真を貼付すること）

※ 日本語で記載すること。英語等の表記は（）書きで和訳をすること。

② 研究業績調書（所定の様式に従って研究課題、背景、方法、成果、成果の評価、

発表論文等を記載）

※ 研究業績調書様式は別紙のとおり

③ 主要な論文、著書等３点を各３部（コピー可）

ただし、単著又は筆頭著者のものに限ります。

④ 卒業証明書または修了証明書

⑤ 学位記（博士号）の写し（取得見込者はその状況がわかるもの）

⑥ 応募する仕事に対する抱負（Ａ４版１枚全角１，５００文字程度）

⑦ 事務連絡用E-mailアドレス（パソコン及び携帯電話等）

※ 各書類が複数枚になる場合はクリップ止めにすること（ホチキスは使用しない。）。

９．書類提出先

〒１８５－８５１１ 東京都国分寺市戸倉１－１５－１

農林水産省動物医薬品検査所 庶務課 人事係

※ 封筒あるいは封緘した包みの表に「研究職員（選考採用）応募書類在中」と朱書

し、簡易書留で送付して下さい。

１０．応募締切

平成２８年１月１５日（金） （必着・締切日厳守）

１１．選考方法

① 一次選考 書類審査（平成２８年１～２月予定）

② 二次選考 一次選考合格者に対してのみ面接審査（平成２８年２月予定）

（二次選考の日時は、後日、一次合格者に直接お知らせします。）

１２．問い合わせ先

農林水産省動物医薬品検査所

・研究内容に関するもの

企画連絡室 嶋﨑（しまざき）

・事務に関するもの

庶務課人事係 椎野（しいの）

TEL：042-321-1841

FAX：042-329-4376

１３．その他

応募に関する秘密は厳守いたします。また、応募書類の返却はいたしませんので、

ご了承ください。



研　究　業　績

Ｈ○
動物医薬品検査所
（※学会への発表
の場合）

○○○○（※表題を記入）
（内容）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

　（※内容はあまり長くならないよう簡潔に記載するこ
と。）

○○学会
第○○回
Ｈ○．○
（※学会名、
　　開催回、
　　開催年月を記
入）

○××、△△
（※××、△△は発
表者及び共同研究者
の氏名（フルネーム
で記載）。トップ
ネームで発表した場
合は、氏名の前に○
を

Ｈ○～Ｈ○
動物医薬品検査所
（※公刊図書（学
会誌等）への発表
の場合）

○○○○
（○○○○）（※表題が英語表記等の場合、カッコ書き
で日本語で記載する。）
（内容）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

Journal of General
Virology
（一般ウイルス雑
誌）
○○，○○-○○
Ｓ○．○
（※英語名の雑誌等
への発表の場合は、
カッコ書きでどうい
う雑誌等かを記載）

　△△、××
（トップネームの発
表ではないので、○
は付さない。トップ
ネームの者を先頭に
する。）

Ｈ○～Ｈ○
動物医薬品検査所
（※機関誌（動薬
検年報等）への発
表の場合）

○○○○
（内容）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

動薬検年報
○○， ○○-○○
Ｈ○．○
（※号数，掲載頁
　　発行年月を記
入）

　△△、××

Ｈ○～Ｈ○
動物医薬品検査所
（※その他（講習
会・研修会等）で
の発表の場合）

○○○○
（内容）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

○○研修会
Ｈ○．○

○××

　注：１．「発表時期及び方法」欄の発表時期の古い順に記載する。

　　　２．「学会」「公刊図書」「機関誌」「その他」の区分名別にシートを作成すること。

　　　３．「学会」には、学会発表の実績を記載すること。

　　　４．「公刊図書」には、学会誌及び学術書への掲載実績を記載すること。

　　　５．「機関誌」には、各機関等が発行している書物への掲載実績を記載すること。

　　　６．「その他」には、学会、公刊図書、機関誌以外の実績を記載（研修、講習、セミナー等の講師等）すること。

　　　７．表題が英語表記等の場合、（）書きで日本語表記を記載すること。

　　　８．雑誌名が英語名等の場合、（）書きでどういう雑誌等かを記載すること。

（※区分ごとに総頁－頁）

研　究　業　績　調　書

研究実施期間及び
研究実施機関

発表者及び
共同研究者

発表時期及び方法

氏名　　××　××（○○－１）【区分名（学会、公刊図書、機関誌、その他のいずれかを記載）】



研　究　業　績

研　究　業　績　調　書

【　　】 氏名　　　　　　　（　　－　）

研究実施期間及び
研究実施機関

発表時期及び方法
発表者及び
共同研究者




